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博多税関支署管内貿易概況（確定値） 

平成２６年３月２８日 

博 多 税 関 支 署            

平成２５年分 

－輸出・輸入額とも過去最高－ 

（過去最高の輸出超過） 

輸出は１兆８,５８１億７１百万円（１３.５％増）で、４年連続で増加し、

記録に残る１９７９年以降、過去最高となった。これは、「電気機器」が

４４.４％増、「輸送用機器」が６.４％増、「一般機械」が９.7％増となったこと

などによる。  

輸入は１兆３５７億８７百万円（２１.２％増）で、４年連続で増加し、記録

に残る１９７９年以降、過去最高となり、初の１兆円超えとなった。これは、

「魚介類及び同調製品」が１１.４％減となったものの、「電気機器」が５８.７％増、

「一般機械」が１５.１％増、「家具」が２２.０％増となったことなどによる。 

輸出入総額は２兆８,９３９億５８百万円（１６.１％増）、輸出入差引額は  

８,２２３億８５百万円で、記録に残る１９７９年以降、過去最高の輸出超過と

なった。 

※ 本文中、表示のない比較数値は、「前年比」を使用しています。 

１ 総 額 

区 分 平成２５年 前年比 

輸 出 １兆８,５８１億７１百万円 １１３.5％ 

輸 入 １兆０,３５７億８７百万円 １２１.2％ 

計 ２兆８,９３９億５８百万円 １１６.1％ 

差 引 

（前 年） 

８,２２３億８５百万円出超  

（７,８２４億３１百万円出超） 
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２ 輸   出 

【品目別動向】 

品目別では、電気機器（構成比３０.４％）、輸送用機器（同２３.１％）、一般機

械（同 1２.８％）、ゴム製品（同 1０.３％）の順となっている。 

（電気機器） 

・「半導体等電子部品」が中華人民共和国向けで３４.０％減となったものの、大

韓民国向けで４.７倍、香港向けで４.5 倍に、「映像機器」がアメリカ合衆国向け

で７.３倍になったことなどから、全体では５,６５６億３６百万円（４４.４％増）

となった。 

（輸送用機器） 

・「自動車」がロシア向けで６９.８％減となったものの、中華人民共和国向け

で 1９.０％増となったことなどから、全体では４,２８６億２３百万円  

（６.４％増）となった。 

（一般機械）  

・「半導体等製造装置」が大韓民国向けで８.０％増となったことなどから、全体

では 2,３７２億３６百万円（９.７％増）となった。 

（ゴム製品）  

 ・「ゴムタイヤ及びチューブ」がアメリカ合衆国向けで 2０.０％減となったこと

などから、全体では１,９０９億７０百万円（３.６％減）となった。 

  

【国（地域）別動向】 

   国別では、中華人民共和国（構成比 3０.7％）、大韓民国（同 1９.４％）、ア

メリカ合衆国（9.０％）の順となった。 

（中華人民共和国） 

・「自動車」が 1９.0％増となったものの、「半導体等電子部品」が３４.０％減と

なったことなどから、全体では５,６９７億１７百万円（１.５％減）となった。 

（大韓民国） 

・「半導体等電子部品」が４.７倍になったことなどから、全体では３,６０１億

４６百万円（２６.０％増）となった。 

（アメリカ合衆国） 

・「ゴムタイヤ及びチューブ」が 2０.０％減となったものの、「映像機器」が７.3

倍になったことなどから、全体では１,６６９億３０百万円（６.１％増）となっ

た。 

 

※ 本文中、表示のない比較数値は、「前年比」を使用しています。 
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３ 輸   入 

【品目別動向】 

 品目別では、電気機器（構成比 1９.３％）、一般機械（同 9.３％）、魚介類及び

同調製品（同６.９％）、家具（同４.６％）の順となっている。 

（電気機器） 

・中華人民共和国からの「音響・映像機器（含部品）」が５３.７％減となったも

のの、「半導体等電子部品」が、中華人民共和国からが６.０倍、英国からが   

７.１倍になったことなどから、全体では 1,９９６億６５百万円（５８.７％増）

となった。 

（一般機械） 

・中華人民共和国からの「事務用機器」が 16.１％増となったことなどから、全

体では９５９億１２百万円（１５.１％増）となった。 

（魚介類及び同調製品） 

・「魚介類（生鮮・冷凍）」が、ロシアからが１９.６％減、アメリカ合衆国から

が２２.８％減となったことなどから、全体では７１６億４６百万円（１１.４％

減）となった。 

（家具） 

・中華人民共和国からの「家具」が２２.5％増となったことなどから、全体で

は４７２億８百万円（２２.０％増）となった。 

 

【国（地域）別動向】 

   国別では、中華人民共和国（構成比４１.４％）、アメリカ合衆国（同８.４％）、大韓

民国（同７.４%）の順となった。 

（中華人民共和国） 

   ・「音響・映像機器（含部品）」が５３.７％減となったものの、「半導体等電子部

品」が 6.０倍、「事務用機器」が１６.1％増となったことなどから、全体では   

４,２８７億１０百万円（２９.２％増）となった。 

（アメリカ合衆国） 

・「大豆」が４９.４％増となったものの、「魚介類（生鮮・冷凍）」が２２.８％減

となったことなどから、全体では８７２億１４百万円（２.０％減）となった。 

（大韓民国） 

・「自動車の部分品」が９２.3％増となったことなどから、全体では７６２億  

円（２６.7％増）となった。 

※ 本文中、表示のない比較数値は、「前年比」を使用しています。 

この内容を引用されるときは、博多税関支署発表による旨を付記してください。 

この資料に関する問合先：博多税関支署 総務課（℡０９２－２６３－８３３１） 

門司税関のホームページでもご覧になれます。http://www.customs.go.jp/moji/ 

 


